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外字実態調査の今後の活用 
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富士ゼロックスシステムサービス株式会社 

平成２４年３月１５日 

資料５ 



全体成果物について 

①文字情報基盤漢字同定リスト 

②不明文字リスト 
（記号） （変体仮名） （漢字を含む不明文字） 
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外字を提供頂いた市区町村向け成果物について 

①同定結果リスト ②同定不可能リスト 

③同定結果CSV 

※同定結果CSVの項目について 
 ・外字・・・・・・・市区町村で利用している外字コード 
 ・MJ文字図形名・・ 外字に同定されたMJ文字図形名 
 ・同定区分 
   ・・・・字形一致、デザイン差、類似文字、同定不可能 
 ・住基ネット統一文字コード、戸籍統一文字番号、USC 
   ・・・・外字に同定されたMJ文字図形に付されている

それぞれの番号 
 ・UCS実装・・・・・UCS実装の有無 
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レイアウト等変更あり 



全体成果物から判明した課題 

 文字情報基盤漢字同定リスト及び不明文字リストを確認していくと、本来氏名に利用できる文字
でありながら、文字情報基盤漢字に搭載されていない文字が存在することが判った。 

成果物 課題 

文字情報基盤漢字同定リスト 
（類似文字に分類された文字） 

① 氏名に利用できる新字体文字が存在する 

② 出現頻度の高い俗字が存在する 

不明文字リスト 

③ 漢和辞典に掲載されている文字が存在する 

④ 戸籍関連通達及び法務局通知の文字が存在する 

⑤ 変体仮名が多数存在する 

⑥ 行政用途に利用されている記号等が存在する 

 文字情報基盤の行政利用文字の網羅性を向上させ、外字の発生しない文字情報基盤を実現する
ために、次回以降の文字情報基盤漢字への文字追加検討の際には、実際の行政での利用状況等を
確認しながら、今回の結果を参考にして頂きたい。 

現状の文字情報基盤漢字 非漢字 

 

① 
新字体 

 

③ 
漢和 
辞典 
搭載 

 

② 
俗字 

 

④ 
戸籍 
関連 
通達 
等 

 

⑤ 
変体 
仮名 

行政 
記号 
等 

現に行政で利用されている文字 
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すべての市区町村での活用シーン 

① 文字運用ポリシーの策定に活用 

包摂基準書 文字運用 
ポリシー 

文字運用ポリシーを策定 
※不要な外字作成を抑制  全体成果物である包摂基準書（包摂基準書の概要は、資

料４：外字実態調査の報告の５頁～１１頁を参照）には、
文字運用に役立つ定義がなされているので、市区町村内の
文字運用ポリシーとして流用し活用可能です。 
 

 文字運用ポリシーを策定し運用することで、外字を作成
する基準が定義され、不要な外字を作成することがなくな
り、文字運用負荷の軽減につながります。 

② 文字情報基盤漢字とサイトの活用 

 文字情報基盤漢字（フォント・属性情報）は、オープン
ライセンスの考え方をベースに策定されており、誰でも無
償で活用可能です。 
 

・文字情報基盤漢字を参照した文字の作成 
IPAmj文字をそのままコピーして、市区町村内の各種業
務システム用外字として利用することができ、デザイン
性の向上や、外字作成の負荷軽減が期待できます。 

 

・窓口業務での利用文字範囲の説明に活用 
文字情報基盤漢字サイトではIPAmj全文字について、文
字属性情報が設定されており、簡単に類似文字を検索で
きるばかりでなく、戸籍統一文字であることもわかるの
で、窓口での住民様への説明に活用できます。また、他
市区町村と文字字形を伝達する際に、文字情報基盤漢字
のMJ文字図形番号を使うことで、間違えなく伝達する
ことができます。   

外字作成時に文字情報基盤漢字(IPAサ
イト)を参照し、外字作成の負荷を軽減 

・同定基準 
・配置の基準 
・画数の基準 
・デザイン差の基準 
・参考）通達 

・文字確認基準 
 窓口での対応ポリシー 
 既存文字との確認基準 
・外字作成基準 
 字形デザイン基準 
 外字属性整備基準  

IPAｍｊ文字検索サイト 
http://ossipedia.ipa.go.jp/ipamjfont_glyph/html/GldVisitor/GldVisitorGlyphSearchBasic.html 
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外字を提供頂いた市区町村の活用シーン① 

① 外字の整理に活用 

 外字を提供頂いた市区町村向け成果物である同定結果リスト及びCSVには、住基ネット
統一文字及び戸籍統一文字と一致した（字形一致及びデザイン差）文字について、住基
ネット統一文字コード、戸籍統一文字コードを掲載したので外字の整理に活用可能です。 

※住基ネット統一文字と一致した外字 

・住基ネット統一文字と一致した外字について 
 住基ネット統一文字と一致した外字は、削除し本来の住基ネット統一文字コードに
変更し整理することができます。整理する際には、データの変更を伴いますので十分
な確認が必要と考えますが、これら外字を全て解消できると、全国で約24万文字の
外字解消につながります。 

・類似文字中の誤字及び簡体字（約47万文字）について 
 まず、類似文字中の誤字については、既に戸籍の電算化などで正しい文字に置き換
わっている可能性があります。戸籍を確認して文字の確認をしたのちに、住民票等の
データを修正することで、外字解消につながります。 
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 類似文字中の簡体字については、改正住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成 
２１年法律第７７号附則第３条）によりその多くが正字等に置き換えられている可能性
があります。仮住民票等を確認して文字の確認をしたのちにデータを修正することで、 
外字解消につながります。 

※類似文字中の簡体字確認 

住民票 
氏名（外字） 

戸 籍 
氏名（正字） 

（本籍地） 

茂 
（住所地） 

※類似文字中の誤字確認 

張 

 また、類似文字（約62万文字）と同定されている外字についても、住基ネット統一文字
と一致した外字と同じ様に、外字の整理に活用可能です。 

※調整中の数値です 

※調整中の数値です 

・戸籍統一文字と一致した外字について 
 戸籍統一文字と一致した外字（約７万文字）は、現に戸籍で利用されている文字が
住基ネット統一文字に存在しなく外字を作成し利用している文字と推測されます。外
字の整理には、十分に戸籍を確認し注意して行う必要があります。 

※調整中の数値です 

※調整中の数値です 



外字を提供頂いた市区町村の活用シーン② 

② 文字環境の見える化に活用 

 外字を提供頂いた市区町村向け成果物である同定結果リスト
及びCSVを用いて、市区町村内の各種業務システムや市区町村
外とのデータ連携に係る外字の見える化に活用可能です。 

※外字の見える化 

※低解像度外字の解消 ・低解像度外字の再作成時の字形参照 
 文字情報基盤漢字と一致した外字には、MJ図形名が付さ
れているので、低解像度外字の再作成時に文字情報基盤文
字のデザインを参照して利用することができます。証明書
などに印字する文字のデザインが簡単に綺麗にできるので、
住民との文字トラブルの解消にもつながります。 

・各種業務システムの文字環境見える化 
 同定結果リストと同様の内容をCSVで提供しています
ので、このCSVと既存住基システム：住基ネットの文字
対照表、さらには既存住基システム：各種業務システムと
の文字対照表などを組み合わせることで、各種業務システ
ムと文字情報基盤漢字の対照を見える化することができ、
今後の文字整理方針の策定に役立てることができます。 

※文字情報基盤漢字と各種業務システムの文字環境見える化 

文字情報基盤 残存外字 

残存外字 既存住基システム 

各種業務システム 
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・提供外字と文字情報基盤漢字の見える化 
 同定結果リストでは、提供外字と文字情報基盤漢字の対
照を見える化した上でフィードバックしています。市区町
村内の文字環境の見える化を行う際の参考として活用する
事が可能です。 

既存住基システム 



中間標準 
レイアウト 

外字を提供頂いた市区町村の活用シーン③ 

③ システム間連携やシステム移行時の基準文字に活用 

既存システム 
(各種ベンダー固有文字体系など) 

自治体クラウド 
(文字情報基盤漢字) 

文字情報 
基盤漢字 

同定結果リスト・CSVを確認
し、文字情報基盤漢字の文字
図形番号やUCSに変換が可能 

新システム(UCSなど
の汎用的な文字体系) 

 外字を提供頂いた市区町村向け成果物である同定結果リス
トおよびCSVには、文字情報基盤漢字の文字図形番号及び
UCSを掲載しているので、これらの情報を用いて各種業務シ
ステムの文字環境見える化を行うことにより、各業務システ
ムの文字を文字情報基盤漢字に関連付けすること（現状では
一部について外字も併用することとなるので注意願います）
により、文字情報基盤漢字をシステム間連携やシステム移行
の標準文字に活用可能です。 

・既存システムの新システムへの移行時の標準文字 
 既存システムの文字コードと文字情報基盤漢字の対応付
けを行ったうえで、本研究会のもう一つの成果物である
データ移行用の中間標準レイアウトと合わせて活用するこ
とで、システム移行時に固有文字コードや固有移行レイア
ウト等による、ベンダーロックを解消することにつながり
ます。 
 これらによって、最終目標である自治体クラウドへの円
滑なデータ移行が可能となります。 

・システム間の連携用データの標準文字 
 文字情報基盤漢字と各種業務システム文字コードを関連
付けすることで、システム間連携の標準文字コードに文字
情報基盤漢字コードを利用することができるようになり、
システム間連携構築の際のベンダーロックを解消すること
につながります。 

既存住基システム 
(ベンダー固有文字体系など) 

※システム間連携の標準文字 

※システム移行時の標準文字 

文字情報 
基盤漢字 

業務システムA 
(ベンダー固有文字) 

業務システムB 
(UCS) 

業務システムC 
(IPAｍｊ) 
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